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ＣＤ－ＲＯＭによる文献検索

こ だ な か て つ や ： 国 立 京 都 病 院 図 書 室

文献検索ＣＤ－ＲＯＭの

データベース・ソフトによる利用記録

小 田 中 徹 也

うに利用記録が増えていきます。

ＭＥＤＬＩＮＥや医学中央雑誌のパソコンでのＣＤ－ＲＯＭ

による文献検索は、この数年急速に病院図書室で Ｈ 環境とデータベース・ソフト

も普及し、特に今年はそれが顕著であったように

思います。当院でも平成５年７月にＭＥＤＬＩＮＥ（ＤＩＡＬｏＧ ｏｓはＭｓ－ＤＯｓ（ＮＥｃ：３。３Ｃ以上 ）ヽ データベース

ＯｎＤｉｓｃ）が図書室に導入され、医師を中心に好評 ゜ソフトはｄＢＡＳＥまたはｄＢｘＬを使います。またヽ

をもって利用されています。 ＣＤ－ＲＯＭを動かすために゛ ―ドディスクやメモリ

ことろで、２４時間開館の病院図書室ではパッコ （最低１．５ＭＢ以上）は必要十分にあるものとしま

ツのようにデリケートな機器の利用者記録を残し す。ちなみに当院では価格が安いことと機種の汎

ておくことは、トラブル・シューティングの上で 用性からｄＢ
χＬを使っています。

驚 二 匹 二 器 乱 猟 子 言 蒸 蕊 ｊＬ
Ｉ

いため、これを継続していくためにはその利用状 コマンドもあります。したがって、ｄＢＡＳＥのコマ

況を病院側に示すことも有用です。 ンドだけをプログラムに使えばカラー表示の一部

当院図書室ではパソコンのメインメニューから を除きｄＢＸＬとｄＢＡｓＥの双方で完全に動きます。な

「ＭＥＤＬＩＮＥ」を選択するとヽ使用者が自分の氏名 お、本稿では一般的なｄＢＡＳＥを中心に説明します。

と所属を入力してから検索ソフトが起動するよう

にしました。これは汎用データベース・ソフトと

簡単なバッチ処理によって自動的に利用状況を記 ｍ データ入力と処理の画面

録するものです。

記録されたデータはデータベース・ファイルで １．入力画面

あるため、利用状況の点検や報告書の作成も簡単

にできます。このシステムを２、３の病院にも提

供しましたところ、運用の参考になり便利との評

価を得ております。当プログラムは小さくて単純

なものですからどなたでも作れます。また、組み

込みの方法も併せて紹介しておきますので、皆様

の図書室でも一度試してください。おもしろいよ

－３１

メインメニューから［ＭＥＤＬＩＮＥ］を選ぶと、次

のような氏名と所属の入力画面が表示されます。

利用者は自分の氏名と所属を半角のローマ字で入

力します。所属は略名でもかまわないでしょう。

何も入力されなければこの画面から脱出すること

ができません。データを部科別の利用統計などに

後で使いたい場合は、部科名をコード化しておく

ことをお薦めします。
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ＭＥＤＬＩＮＥ（ＤｉａｌｏｇＯｎＤｉｓｃ） Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｈｏｓｐｉｔａｌ ｏｆ Ｋｙｏｔｏ，Ｌｉｂｒａｒｙ

検索の前に、あ なたの氏名と所属をロ―マ字で入力し てください。

Ｙｏｕｒ Ｎａｍｅｉｓ ‥・

Ｄｅｐａｒｔｎｅｎｔ ｏｆ ‥

図１． 氏名・所属の入力画面
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ＭＥ

３７
４５
３５
１１

２６
３７
５５
３２
３１
２３
４５
０３
１９

３３３９

２。データの処理画面

５４

４３
０９

２２５３
５１
５９
２７
４４
４１

４８
５７
０１
２８
１７

ＮＡＭＥ
ＮｏｍａＴ
ＭｏｒｉｔａＴ
ＨｉｄｅｔａＳａｋｅｍｌ
ＡｋｉｋｏＦｕｊｉｔａ
Ｉｗａｔｓｕｊｉ Ｋ
ＨｉｄｅｔａＳａｋｅｍｌ
ＨｉｄｅｔａＳａｋｅｍｉ
ＫｕｎｉｔａｋａＯｈｓａｗａ
ＫｏｄａｎａｋａＴ
Ｈｉｄｅｔａ Ｓａｋｅｍｉ
Ｎ．ＭＵＲＡＳＥ
Ｎ．ＭＵＲＡＳＥ
Ｎ．ＭＵＲＡＳＥ
Ｈｉｄｅｔａ Ｓａｋｅｍｉ
Ｈｉｄｅｔａ Ｓａｋｅｍｉ

１〈Ｂ：〉ＩＵＳＥＲ

ＤＥＰＴ
Ｐｓｙｃｈ
Ｓｕｒｇｅｒｙ
Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

Ｉｎｔ．Ｍｅｄ．
Ｎｅｕｒｏ１

Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ
Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｌｃｉｎｅ
Ｏｒｔｈｏ

１ｉｂ
Ｉｎｌｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

ＩＮＴ．ＭＥＤ．
ＩＮＴ／ＭＥＤ

ＩＮＴ．ＭＥＤ．
Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ
Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

１Ｒｅｃ： ７０／８４

フ ィ ー ル ド の 複 数 ｍ 集

図３． データの編集画面

利用の記録を点検・編集したり報告書を作成す

る処理もメニュー形式（図２）にしておくと便利

です。私はこのプログラム・ファイルを図書室の

書誌管理メニューに登録していますが、ｄＢＡＳＥや

ｄＢＸＬのコマンドラインで単体として使うこともも

ちろん可能です。その場合は、”ｄｏｉｂｍｃｄｒｏｍ”と

命令します。

（１）
（２）

（３）

（Ｏ）

１１：３２

（１）データ編集処理（図３）

利用者の記録を編集する画面を見ると、使用し

た日付、時間、氏名、所属が一覧できます。最初

の画面には最新１５件のデータが表示されています

が、カーソル・キーでさかのぼって見ることがで

きます。必要に応じてここでデータの修正を行い

ます。

（２）報告書の作成（図４・図５）

ここでは目的とする利用期間の最初と最後の日
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付を入力すれば、その間の利用記録の報告書を作

成します。

（３） その他

メニューにはこの他に、“ｄＢＸＬ／ｄＢＡＳＥ３ＰＬＵＳ”が

あります。ここは、それぞれのコマンドラインで

す。メニューに登録されていない処理をしたい場

合に使ってください。ｄＢＡＳＥの終了は必ず ’ＱＵＩＴ”

と入力します。コマンドに不案内の方が開いた場

合は特に気をつけてください。

（Ｏ）の“終了（Ｒｅｔｕｒｎｔｏｍｅｎｕ）”によってこのメ

ニューを終了し、メインメニューに戻ります。

ＩＶ ファイル構成と環境設定

ｄＢＡＳＥやｄＢＸＬではファイルは実行、データベー

ス、プログラムの３種類に分けられます。そのう

ちデータベース・ファイルとプログラム・ファイ

ルは自分で作ります。まず実行に必要なファイル

を次に示します。

１）ｄＢＡＳＥⅢＰＬＵＳ

実行には次の５個のファイルを使います。こ

のうぢ ｃｏｎｆｉｇ．ｄｂ”はｄＢＡＳＥの環境を設定する

ファイルで、エディターで後に述べるような内

容を自分で書きます。これらのファイルをＣＤ－

ＲＯＭ検索ソフトと同じディレクトリにコピーし

て入れておきます。

ｄｂａｓｅ．ｅχｅ

ｄｂａｓｅｉｎｌ．ｏｖｌ
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ｄｂａｓｅ．ｏｖｌ

ｃｏｎｆｉｇ．ｄｂ

ｄｂａｓｅ．ｍｓｇ

２） ｄＢＸＬ

同じくｄＢＸＬでは、次の４個のファイルを使い

“ｃｏｎｆｉｇ．ｘｌ”が環境設定ファイルです。

ｄｂｘｌ．ｅχｅ ｄｂχｌ．ｏｖｌ ｄｂχｌ．ｍｓｇ

ｃｏｎｆｉｇ．χ１

３） 環境設定

ｄＢＡＳＥの環境設定ぱ ｃｏｎｆｉｇ．ｄｂ”にエディター

で次のように書き，ファイルを作ります。

ｓｔａｔｕｓ ＝ ｏｆｆ

ｃｏｌｏｒ ニ Ｘ，ｇｒ，Ｘ

ｍｅｎｕ ＝ ｏｆｆ

ｅｓｃａｐｅ ＝ ｏｆｆ

ｓａｆｅｔｙ ＝ ｏｎ

ｈｅｌｐ ＝ ｏｆｆ

ｃａｒｒｙ ニ ｏｎ

ｄｅｆａｕｌｔ ＝ Ｂ

ｐａｔｈ ＝ Ｂ：＼ｄｂｄａｔａ

ｃｏｍｒａａｎｄ ＝ ｄｏｃｄｕｓｅｒ

ｄＢＸＬならば“ｃｏｎｆｉｇ．ｘｌ”を次のように書きま

す。この他，好みやハード環境によっては各自

自由に設定してください。ｄＢＡＳＥも同様です。

ｃｏｌｏｒ ＝ ｏｎ

ｃｏｌｏｒ ＝ χ，ｂｇ．χ
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利 用 の 期 間：

Ｐｌｅａｓｅ Ｃｈｏｏｓｅ Ｎｏ．［ ２ ］

（１）

（２）

（３）

（Ｏ）

／ ／ から ／ ／ ま で
↑ 欧 州式（ｄｄ／ｍｒａ／ｙｙ）の 日付で入 力

図４． 利用期間の指定画面
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ｃｏｍｍａｎｄ＝ｄｏｃｄｕｓｅｒ

なお、書き方は第１行の左端から書き始め、

一行ずつ書き足していきます。行末はスペース

をおかず［Ｒｅｔｕｒｎ］して、次の行にすすみます。
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図５． 印刷される報告書
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Ｖ データベース・ファイル

次に、データベース・ファイルをｄＢＡＳＥのコマ

ンドラインで作成します。コマンドぱ ｃｒｅａｔｃｄｕ

ｓｅｒ”とすれば作成画面になりますから、マニュア

ルに沿って設定してください。次に、フィールド

名と型、長さを示します。

フィールド
ｌ

Ｏ

Ｊ

Ｏ
Ｏ

－
ｒ
ｆ

ＤＡＴＥ

ＴＩＭＥ

ＮＡＭＥ

ＤＥＰＴ

《ＣＤＵＳＥＲ．ＤＢＦの構造》

フィールド名 型
Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

日付型

文字型

文字型

文字型

長さ
８

８

２０

２０
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Ⅶ データ処理のプログラム

次は、データ処理のプログラム（ＩＢＭＣＤＲＯＭ．ＰＲＯ

です。ＰＣ９８００シリーズでｄＢＸＬを使う場合、ＭＳ－ＤＯＳ

のエ スケープシークエンス・コード（“
．
［［４３ｎｉ”

など］は使えませんが、ｄＢＡＳＥでは便利なカラー

機能です。また、「ＤＯＷＨＩＬＥ」構造になっていま

すので、メニューの（Ｏ）を選択するまで何回でも

処理を繰り返します。

両プログラムとももっと洗練されたものを書き

たかったのですが、とりあえずはこれで動いてい

ます。データ処理メニューを増やしたい場合は、

“ＣＡＳＥａｎｓ＝ ”を追加して登録してください。

プログラミングは何通りもありますから、皆さん

で適当にお好みに直してください（図７）。

また、報告書に使うレポート・ファイル（ＣＤＵＳＥ

Ｒ．ＦＲＭ）もｄＢＡＳＥのコマンドで作成します。命令は

“ｃｒｅａｔｒｅｐｏｒｔｃｄｕｓｅｒ”で作成画面になります。こ ⅦＩ バッチ処理

こでそれぞれの病院名などを適宜設定してくださ

い。マニュアルに沿えばむずかしくはありません。

この二つのファイル（ＣＤＵＳＥＲ．ＤＢＦとＣＤＵＳＥＲ．ＦＲＭ）

をドライヴＢのディレクトリ“ｄｂｄａｔａ”に置きます。

ディレクトリのつくり方は、ＭＳ－ＤＯＳのコマンドラ

インで“Ａ＞ｍｄｂ：＼ｄｂｄａｔａ”とします。

Ⅵ 氏名・所属の入力プログラム

それでは利用者が氏名と所属を入力するプログ

ラム・ファイル（ＣＤＵＳＥＲ．ＰＲＧ）を示します。内容

の詳しい説明は省略しますが、簡易言語ですから

意味はおおよそわかると思います。日付と時刻の

入力にはそれぞれ関数を代入します。また、入力

の繰り返しはないので「ＤＯ ＷＨＩＬＥ」構造は使わな

い極めて単純なプログラムです。

プログラムはワープロでも書けますが、普通は

軽快なテキストエディター（ＶＺ－Ｅｄｉｔｏｒなど）を

使います。また、ｄＢＡＳＥやｄＢＸＬの処理プログラム

のファイル拡張子ぱ ＊．ＰＲＧ”と決められています。

ＭＳ－ＤＯＳの実行ファイルにぱ ＊．ｂａｔ”というバッ

チファイルがあります。テキスト文字で書かれた

実行ファイルで、ここにＭＳ－ＤＯＳのコマンドを登録

しておけば自動的に順次それを実行してくれます。

そのうぢ ａｕｔｏｅｘｅｃ，ｂａｔ”は電源を入れれば自動的

にそれが読み込まれ起動します。

このバッチ処理を利用してｄＢＡＳＥと検索ソフト

の実行ファイルを登録しておきます。いま仮に、

ＤＩＡＬＯＧＯｎＤｉｓｃの検索ソフトと先にあげたｄＢＡＳＥの

必要ファイルがＡドライヴの“ＭＥＤＬＩＮＥ”という

ディレクトリにあったとします。ａｕｔｏｅｘｅｃ，ｂａｔに

は次のようにエディターなどで書いておきます。

ｅｃｈｏｏｆｆ

ｅｌｓ

ｅｃｈｏ ［^［３５ｎｉリターンキーを押してください。

［^［ｍ

ｐａｔｈ ＝

ｄｂａｓｅ

ｏｎｄｉｓｃ

ａ：￥ ・

ｙ ａ ：￥ｍｅｄｌｉｎｅ

ｄＢＸＬでは、もう少し項目を加えて次のようにし

ておきます。

ｅｃｈｏｏｆｆ

－３５－
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Ｑ

Ｑ

ＳＴＯＲＥ ＳＰＡＣＥ（２０）ＴＯ ｎ】ＮＡＭＥ

ＳＴＯＲＥ ＳＰＡＣＥ（２０）ＴＯ ｍＤＥＰＴ
ｃｌｅａｒ

Ｑ １７， ２ ＳＡＹ ”^ Ｃ［４３ｍ ＭＥＤＬＩＮＥ（Ｄｉａｌｏｇ ＯｎＤｉｓｃ） ［^Ｃ４７ｎ）Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｈｏｓｐｉｔａｌ ｏｆ Ｋｙｏｔｏ，Ｌｉｂｒａｒｙ ”
Ｑ １８， ２ ＳＡＹ ” 検 索 の 前 に ． あ な た の 氏 名 と 所 属 を Ｄ ― マ 字 で 入 力 し て く だ さ い ． ［^Ｃｍ”
ｓｅｔ ｃｏｌｏｒ ｔｏ ＢＧ，ＧＲ，Ｂ
Ｑ ２１， ２ ｔｏ ２１，６３
Ｑ １９， ３ ＳＡＹ ”Ｙｏｕｒ ｎａｍｅ ｉｓ ‥ ．”
Ｑ ２０， ３ ＳＡＹ ”Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ ．．”
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２０，２０ ＧＥＴ ｍＤＥＰＴ ＰＩＣＴＵＲＥ ”ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ̈
ＲＥＡＤ

ＣＴＲＬＱ ＝ １２

ＤＯ ＣＡＳＥ

ＣＡＳＥ ｍＮＡＭＥ＝” ”．ｏｒ ．ｍＤＥＰＴ＝” ・・

ｃｌｅａｒ

ｄｏ ｃｄｕｓｅｒ
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ｃｌｅａｒ

ｄｏ ｃｄｕｓｅｒ
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＊
ｃｌｅａｒ
ｕｓｅ
ｓｅｔ ｃｏｎｆｉｒｍ ｏｆｆ
ｓｅｔ ｕｎｉｑｕｅ ｏｆｆ
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＊
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図６． 氏名 一所属の入力プログラム

（病院名は適当に変えて下さい）
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図７． データ処理のプログラム
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ｓｅｔｓｐｌｄｒｖ ＝ ＰＣ９８０１
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ｓｅｔｈｉｓｔｏｒｙ＝ ｂ：＼ｄｂｄａｔａ

ｄｂｘｌ

ｏｎｄｉｓｃ

３行目の“ｓｅｔｓｐｌｄｒｖ＝ＰＣ９８０１”は機種の設定で

す。ｄＢＸＬの汎用版はＭＳ－ＤＯＳであれば機種を問わな

いので、機種を設定する必要があります。イ也機種

についてはマニュアルを参照してください。

なお、ハードディスクでは普通いくつかのアプ

リケーションを登録し、例えば“ＥＯＳｙｓｔｅｍ”などの

メニューから呼び出すようにしてあると思います。

この場合は検索ソフトを呼び出すファイル（上の

例なら“ｃｏｎｆｉｇ．ａｚｍ”）に上記バッチ処理を書き込

みますが、“ｐａｔｈ＝ ”は必要ありません。

以上でＣＤ－ＲＯＭ検索ソフトを立ち上げれば、検

索ソフトの一部のように自動的に氏名と所属の入

力画面が現れます。そこで氏名と所属を入力する

と検索ソフトのメニュー画面に変わり、検索を開

始することになります。もしうまく動かなければ

お問い合わせください。

Ｋ あとがき

ｄＢＡＳＥなどのＸｂａｓｅ言語も本来はプログラムをコ

ンパイルしコード化してしまいます。それは内容

をわからなくするためだけでなく、いくっ もの

ファイルを一つにまとめ処理速度を速めるためで

もあります。１ファイルで動くこのような小プロ

グラムではコンパイルする必要もないので、皆さ

んの参考になればと敢えて紹介しました。小さく

てもプログラムを公開するのは気恥ずかしい限り

ですが、編集部からの要望につい乗ってしまいま

した。

カウンター・カルチャーから生まれたといわれ

るＭａｃｉｎｔｏｓｈの優れたシステムに接してみると、

ＭＳ－ＤＯＳは操作性や周辺機器の接続にあらためて面

倒さを感じます。また、グラフィック面では勝負

になりません。そうはいっても、定型業務の処理

などで素人の私たちでも自分でそれなりにモディ

ファイし構築できる便利さと楽しさもあります。

それぞれの長所を活かしてこれからの図書室業務

に採り入れていくのはいかがでしょうか。

○本文中の製品名やソフトウェア名 は、それぞれ

各社の製品または登録商標です。

ＤＩＡＬＯＧ：ＤｉａｌｏｇＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｅｒｖｉｃｅｓ社

ＭＳ－ＤＯＳ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社

ｄＢＡＳＥＭｐｌｕｓ：Ｂｏｒｌａｎｄ社

ｄＢＸＬ：ＷｏｒｄＴｅｃｈＳｙｓｔｅｍｓ社

ＶＺ－Ｅｄｉｔｏｒ：ビレッジセンター社

ＥＯＳｙｓｔｅｒａ：ＩＣＭ／ＡＺ－Ｓｏｆｔ社

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ：ＡｐｐｌｅＣｏｍｐｕｔｅｒ社

－３８－




